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広報　きたいばらき　12月号　2

　

市
で
は
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
る

市
内
の
津
波
浸
水
域
や
避
難
場
所
、

主
な
避
難
経
路
な
ど
を
示
し
た
津
波

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
ま
し
た
。

広
報
き
た
い
ば
ら
き
と
一
緒
に
お
届

け
し
ま
す
。

　

日
頃
か
ら
津
波
や
災
害
に
備
え
て
、

自
宅
や
周
囲
の
地
形
の
確
認
や
避
難

所
、
避
難
経
路
を
決
め
て
お
く
と
と

も
に
、
地
域
で
声
を
掛
け
合
っ
て
、

い
ざ
と
い
う
と
き
も
助
け
合
い
な
が

ら
避
難
を
し
ま
し
ょ
う
。

問
総
務
課 

防
災
安
全
係

（
金
澤
）
内
３
３
８

津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

配
布
し
ま
す

　

11
月
18
日
、
市
議
会
議
場
で
「
子
ど
も

議
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
学
校
教
育

の
一
環
と
し
て
、
自
分
の
住
む
ま
ち
の
市

政
に
つ
い
て
興
味
や
関
心
、
理
解
を
深
め

て
も
ら
お
う
と
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

各
小
中
学
校
か
ら
の
代
表
23
人
の
児
童

生
徒
の
皆
さ
ん
が
、
震
災
か
ら
の
復
興
や

放
射
能
問
題
を
は
じ
め
、
学
校
生
活
に
関

す
る
こ
と
や
北
茨
城
市
の
将
来
ま
で
、
市

議
会
の
一
般
質
問
形
式
で
市
長
を
は
じ
め

執
行
部
に
質
問
を
投
げ
か
け
ま
し
た
。

　

子
ど
も
議
会
で
皆
さ
ん
か
ら
取
り
上
げ

ら
れ
た
提
案
は
、
今
後
の
市
政
へ
の
取
り

組
み
や
措
置
な
ど
が
検
討
さ
れ
、
ま
ち
づ

く
り
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

　11月10日、中郷中学校で「ペンチメント人権教室」
が開かれました。
　中学生人権作文コンクールの県北地区の優秀作品の発
表を通し、人権の大切さを考えようと実施されたもので、
県北地区６市町の中学校から３０１７編の応募があり、
市内からも13人の作品が入賞しています。
　表彰式の後、代表の７人が受賞作品を朗読、最後は中
郷中学校宣言として「思いやりの心を大切にしよう。人
の心を考えて行動しよう。協力し合う心をもとう。」と
いう３つを大切に、楽しく笑顔が多い学校にしようと宣
言されました。

作品発表を通して
　　　一人ひとりが人権を考える

　

東
日
本
大
震
災
や
原
発
事
故
に
伴
う
被

害
や
風
評
を
吹
き
飛
ば
し
「
元
気
！
北
茨

城
」
を
Ｐ
Ｒ
し
よ
う
と
、
10
月
24
日
か
ら

30
日
の
間
、
栃
木
県
宇
都
宮
市
の
商
店
街

に
、
市
観
光
協
会
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

が
出
展
さ
れ
、
水
産
加
工
品
や
農
産
物
な

ど
特
産
品
の
販
売
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

期
間
中
、
宇
都
宮
駅
近
く
の
「
オ
リ
オ

ン
通
り
」
に
開
設
さ
れ
た
店
舗
で
は
、
連

日
、
水
産
加
工
品
の
無
料
配
布
や
ア
ン
コ

ウ
の
吊
る
し
切
り
や
ア
ン
コ
ウ
鍋
の
無
料

配
布
が
行
わ
れ
、
参
加
者
は
元
気
な
声
で
、

道
行
く
宇
都
宮
の
皆
さ
ん
に
北
茨
城
の
元

気
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
ま
し
た
。

災
害
に
負
け
ず
特
産
品
を
Ｐ
Ｒ

　
　
　
　
　

宇
都
宮
市
に
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

小
中
学
生
が
市
政
を
問
う

　
　
　
　

23
人
が
参
加
し
て
子
ど
も
議
会



市内の放射線量の測定状況をお知らせします市内の放射線量の測定状況をお知らせします
　市内の小・中学校、幼稚園、都市公園、保育所、体育施設などで放射線量を
測定しています。詳細は市ホームページ「新着情報」にも掲載しています。

■県設置可搬モニタリングポスト
　の測定結果

（設置場所：市役所玄関わき）
10月16日～ 11月15日の測定値
・最大値　0.147
　　　（10月17日、11月14日）

・最小値　0.132 （11月15日）
※県ホームページ
www.pref.ibaraki.jp/bukyoku/
seikan/gentai/nuclear/radiation.
html

■各浄水場の水道水測定結果
　各浄水場とも、５月６日以降、
放射性物質は検出されていません。
※市ホームページ
www.city-kitaibaraki.jp/modules/
info/index.php?content_id=358

測定値の単位は、すべてマイクロシーベルト／時です。
小学校、幼稚園、保育所など、屋外体育施設は地上 50cmの測定値で、
中学校、都市公園は、地上 100cmの測定値です。
その他の高さの測定値はホームページでご覧ください。

測定場所 測 定 値
11月18日

中郷第一 0.13

中郷第二 0.13

石 岡 0.15

精 華 0.12

明 徳 0.12

中 妻 0.12

華 川 0.21

関 南 0.20

大 津 0.14

平 潟 0.17

関本第一 0.15

富士ケ丘 0.23

測定場所 測 定 値
11月18日

中 郷 0.12

磯 原 0.12

華 川 0.13

常 北 0.14

関 本 0.16

測定場所 測 定 値
11月15日

石 岡
スポーツ広場 0.26

南 部
運動広場 0.17

市 民
サッカー場 0.10

市 民
野 球 場 0.08

磯原地区
テニスコート 0.11

雨情の里
スポーツ広場 0.31

雨情の里
テニスコート 0.30

関 南
ゲートボール場 0.16

大 津
スポーツ広場 0.18

北 部
運動広場 0.11

測定場所
測 定 値
11月18日

いそはら
幼 稚 園 0.06

杉 の 子
幼 稚 園 0.08

誠 之 会
幼 稚 園 0.10

旭幼稚園 0.10

測定場所
測 定 値
11月17日

汐見ケ丘
近隣公園 0.15

粟野公園 0.17

磯 原
中央公園 0.13

五 浦
第二公園 0.24

浜 道
中央公園 0.13

測定場所 測 定 値
11月18日

関 本
保 育 所 0.13
木 皿
保 育 所 0.10
み な み
保 育 園 0.06
磯 原
保 育 園 0.09
大 津
保 育 園 0.08
中 郷
保 育 園 0.10
中 郷
子どもの家 0.08
大 津
子どもの家 0.11
心身障害者
第１福祉センター 0.06
心身障害者
第2福祉センター 0.10

○小学校 ○中学校 ○屋外体育施設

○私立幼稚園

○都市公園

○保育所、保育園など

問小・中学校、幼稚園は教育総務課　内４５１
　屋外体育施設は生涯学習課　　　　内４２０
　都市公園は都市計画課　　 　　 　内２８２
　保育所・児童施設は社会福祉課　　内１３２
　浄水場は水道部業務課　　　　　　内１１１

3　広報　きたいばらき　12月号

北茨城市役所　☎43ー1111北茨城市役所　☎43ー1111

米
か
ら
専
門
家
が
来
市

　
　
　
　
　
　

視
察
と
意
見
交
換
を
行
う

放
射
性
物
質
に
負
け
な
い
身
体
作
り

　

11
月
９
日
、
市
民
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

で
、「
震
災
後
の
リ
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
る
」

意
見
交
換
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
被
災
地

を
支
援
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ハ
グ
・
ジ
ャ
パ

ン
の
企
画
に
よ
り
開
催
さ
れ
、
米
国
か
ら

ア
ン
ソ
ニ
ー
・
バ
ラ
ッ
タ
氏
、
バ
ー
バ
ラ
・

グ
レ
イ
氏
、
パ
ト
リ
シ
ア
・
ム
ー
ア
氏
の

３
人
が
本
市
を
訪
れ
、
大
津
漁
港
な
ど
被

災
地
を
視
察
し
た
後
、
震
災
や
原
発
事
故

か
ら
の
復
興
に
つ
い
て
意
見
交
換
が
行
わ

れ
た
も
の
で
す
。

　

会
で
は
米
原
子
力
規
制
委
員
会
委
員
の

バ
ラ
ッ
タ
氏
が
ス
リ
ー
マ
イ
ル
島
原
発
事

故
の
経
験
か
ら
「
今
後
を
見
守
る
必
要
は

あ
る
が
、
現
状
は
十
分
に
安
全
。
先
に
進

む
た
め
、
よ
り
正
し
い
情
報
や
理
解
を
」

と
述
べ
、
集
ま
っ
た
約
２
５
０
人
の
市
民

も
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

11
月
14
日
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
、
上
級

食
育
指
導
士
の
蛭
田
さ
ゆ
り
氏
と
管
理
栄

養
士
の
大
橋
ゆ
う
子
氏
を
講
師
に
迎
え

「
放
射
性
物
質
に
関
す
る
講
演
会
」
が
、

市
内
の
食
育
に
関
わ
る
11
団
体
の
約
80
人

が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、「
人
間
が
本
来
の
持
っ
て

い
る
解
毒
効
果
や
免
疫
力
を
高
め
る
こ
と

が
、
放
射
線
か
ら
身
を
守
る
こ
と
に
繋
が

り
、
健
康
に
も
繋
が
る
」「
腹
七
分
目
で

野
菜
食
」
な
ど
、
日
々
の
食
事
か
ら
健
康

で
強
い
身
体
を
つ
く
る
ヒ
ン
ト
が
ユ
ー
モ

ア
を
交
え
な
が
ら
分
か
り
や
す
く
説
明
さ

れ
、
参
加
者
の
方
々
は
、
楽
し
み
な
が
ら

も
真
剣
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。



広報　きたいばらき　12月号　4

年末年始の市役所業務は、次のとおりです。
なお、死亡届や火葬埋葬許可証の申請などは、日直の職員が受け
付けます。市役所東側通用口から入って申し出ください。

市役所の年末年始休日は

です121212月 292929日木 111月 333 日
火

6日間

施設名 休業日 電話番号 施設名 休業日 電話番号

市民サービス
センター 12/29 〜 1/3

南部
30 − 7711 清掃センター 12/30 〜 1/3 46 − 5619

中部
30 − 7712

※ 12/28㈬は、通常どおりの収集と、花園、水沼、馬飼、腰越、
小川、才丸、平袖、楊枝方の「もやせるごみ」の特別収
集を行います。
※ 29㈭は上記以外の市内全域の「もやせるごみ」のみ特別
収集を行います。
※ 12/29㈭の持ち込み時間は午前 8時 30 分〜正午。
　ただし、破砕物と震災ごみの持ち込みは不可。

北部
30 − 2100

ふれあいセンター 12/28 〜 1/4 42 − 2644

市立図書館 12/28 〜 1/4 42 − 1451 環境センター
（し尿、浄化槽） 12/29 〜 1/5 42 − 0438

葬祭場 1/1 〜 1/3 42 − 1293 ※年末のし尿くみ取り・浄化槽清掃は早めに業者へ
磯原清掃サービス　42 − 0622
北茨城市企業衛生　46 − 0221
現代企業サービス　42 − 0459やすらぎ聖苑 1/1 〜 1/3 44 − 0500

いずみさわ会館 1/1 〜 1/3
※墓参り可 46 − 1700 歴史民俗資料館

（雨情記念館） 12/29 〜 1/1 43 − 4160

マウントあかね 年中無休 30 − 0606 中郷温泉
通りゃんせ

12/31 〜 1/2
※ 1/4 営業、1/11 休業 44 − 0026

ガラス工房シリカ

12/29 〜 31
※ 1/1 は初日の出
時刻のみ営業
午前 6時〜 10 時

42 − 3550
【市以外の施設】

天心記念
五浦美術館 12/29 〜 1/1 46 − 5311

漁業歴史資料館
よう・そろー

震災により休止しています
46 − 8600

五浦美術文化研究所
（六角堂）

震災により休止しています
46 − 0766

　

㈶
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
は
、
全
国
宝
く

じ
の
収
入
を
財
源
に
、
住
民
の
皆
さ
ん
が

行
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
推
進
し
、
そ

の
健
全
な
発
展
と
宝
く
じ
の
普
及
広
報
の

た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
に
は
、
中
郷
町
上
桜
井
地

区
の
お
神
輿
、
関
本
町
関
本
中
地
区
の
獅

子
頭
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

○
助
成
対
象

　

市
内
の
自
治
会
や
町
内
会
等
の
地
域
的

活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体
な
ど
（
宗
教
団

体
、
営
利
団
体
、
公
益
法
人
、
趣
味
の
愛

好
会
、
イ
ベ
ン
ト
等
の
た
め
の
団
体
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
、
そ
の
他
活
動
が
地
域
に
密
着
し
て

い
る
と
は
言
い
難
い
も
の
を
除
く
）

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
企
画
政
策
課 

市
民
協
働
係

（
鈴
木
）
内
２
３
４

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
の
ご
案
内



5　広報　きたいばらき　12月号

北茨城市役所　☎43ー1111北茨城市役所　☎43ー1111

仲田寛之さん

山縣清市さん中根教文さん

瀧　　昭さん
（磯原町）

（華川町）（関本町）

（磯原町）

　

11
月
３
日
付
け
で
「
秋
の
叙
勲
、褒
章
」

が
発
表
さ
れ
、
次
の
皆
さ
ん
が
受
章
さ
れ

ま
し
た
。

　

昭
和
40
年
に
消
防
士
と
な
っ
た
仲
田
さ

ん
は
、
同
43
年
の
北
茨
城
消
防
本
部
設
置

当
初
か
ら
市
消
防
本
部
に
着
任
し
、
消
防

署
長
、
消
防
長
な
ど
を
歴
任
。
平
成
19
年

に
退
職
さ
れ
る
ま
で
、
市
の
消
防
組
織
体

制
の
整
備
や
充
実
強
化
に
努
め
る
と
と
も

に
、
市
民
の
防
火
防
災
意
識
の
普
及
啓
も

う
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

山
縣
さ
ん
は
、
昭
和
22
年
か
ら
平
成
17

年
ま
で
約
60
年
の
間
、
統
計
調
査
員
と
し

て
国
や
県
の
統
計
調
査
に
59
回
従
事
す
る

な
ど
、
統
計
調
査
に
尽
力
さ
れ
、
そ
の
間
、

農
林
水
産
大
臣
表
彰
な
ど
、
数
々
の
表
彰

を
受
け
て
い
ま
す
。

　

10
月
14
日
、
前
教
育
委
員
の
中
根

教
文
さ
ん
が
文
部
科
学
大
臣
か
ら
地

方
教
育
行
政
功
労
者
表
彰
を
受
け
ま

し
た
。

　

中
根
さ
ん
は
、
平
成
22
年
９
月
ま

で
３
期
12
年
に
わ
た
り
教
育
委
員
に

就
任
。
そ
の
間
、
教
育
委
員
長
を
５

度
務
め
る
な
ど
、
本
市
教
育
の
充
実
、

発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

瀧
さ
ん
は
、
昭
和
25
年
に
医
師
と
な
り
、

同
33
年
か
ら
瀧
病
院
に
勤
務
。
同
46
年
か

ら
平
成
20
年
ま
で
院
長
を
務
め
、
そ
の
後

も
医
師
と
し
て
地
域
医
療
の
最
前
線
で
診

療
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
多
賀
医

瑞
宝
双
光
章

藍
綬
褒
章

地
方
教
育
行
政
功
労
者
表
彰

瑞
宝
双
光
章

師
会
会
長
や
市
医
、
校
医
も
務
め
、
地
域

医
療
の
発
展
や
地
域
の
健
康
増
進
、
衛
生

教
育
の
普
及
に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。

【
受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
】

秋
の
叙
勲
・
褒
章

　

10
月
19
日
、
北
茨
城
市
消
防
団
の
女
性

消
防
隊
が
、
横
浜
市
で
開
催
さ
れ
た
第
20

回
全
国
女
性
消
防
操
法
大
会
に
出
場
し
ま

し
た
。

　

震
災
の
被
災
地
と
な
っ
た
岩
手
、
宮

城
、
福
島
を
除
く
全
国
44
都
道
府
県
代
表

チ
ー
ム
が
出
場
し
た
こ
の
大
会
で
、
北
茨

城
市
女
性
消
防
隊
は
13
位
と
な
り
ま
し
た

（
優
勝
は
岡
山
、
準
優
勝
は
熊
本
と
新
潟
）。

被
災
地
な
が
ら
茨
城
県
代
表
と
し
て
出
場

し
た
隊
員
の
皆
さ
ん
は
、
練
習
を
重
ね
て

き
た
息
の
あ
っ
た
操
法
を
披
露
、
全
国
か

ら
集
ま
っ
た
多
く
の
観
客
か
ら
も
大
き
な

歓
声
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

　

統
計
に
興
味
を

持
ち
親
し
ん
で
も

ら
お
う
と
毎
年
開

催
す
る
小
中
学
校

統
計
グ
ラ
フ
コ
ン

ク
ー
ル
の
表
彰
式

が
、
10
月
28
日
に

市
役
所
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
今
年
度

は
95
作
品
２
３
０
人
の
応
募
の
中
か
ら
、

５
作
品
９
人
の
皆
さ
ん
が
市
長
賞
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

問
企
画
政
策
課 

市
民
協
働
係

（
武
子
）
内
２
３
６

　
「
道
路
や
公
園
に
ペ
ッ
ト
の
フ
ン
が
目

立
つ
」「
家
の
周
り
で
ペ
ッ
ト
の
フ
ン
や
尿

を
そ
の
ま
ま
に
し
て
い
く
人
が
い
る
」
な

ど
の
苦
情
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

フ
ン
の
始
末
は
飼
い
主
の
責
任
で
！

　

公
園
や
道
路
、
他
人
の
敷
地
内
な
ど
は

ペ
ッ
ト
の
ト
イ
レ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自

分
の
家
の
前
に
ペ
ッ
ト
の
フ
ン
を
放
置
さ

れ
て
、
気
分
が
い
い
人
は
い
な
い
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
フ
ン
に
は
バ
イ
菌
が
含
ま

れ
る
場
合
が
あ
り
、
そ
の
ま
ま
放
置
し
て

お
く
と
、
大
変
不
衛
生
で
す
。
自
分
の
ペ

ッ
ト
の
フ
ン
は
必
ず
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

問
県
動
物
指
導
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
９
６
‐
72
‐
１
２
０
０

保
健
セ
ン
タ
ー
（
金
澤
）
☎
㊸
１
３
１
０

女
性
消
防
隊
が

全
国
大
会
で
ポ
ン
プ
操
法
を
披
露

受
賞
お
め
で
と
う

統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル

迷
惑
し
て
い
ま
す

　
　
　

ペ
ッ
ト
の
フ
ン
害
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市
民
の
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
い
て

い
る
市
税
や
国
民
健
康
保
険
税
な
ど
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
を
支
え
る
貴
重

な
財
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
納
期
限
内
に
納
付
し
ま
し
ょ
う

　

こ
の
市
税
な
ど
は
納
付
す
る
期
限
（
納

期
限
）
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
納
付
が
な

い
と
き
に
は
督
促
状
が
送
付
さ
れ
、
督
促

手
数
料
や
延
滞
金
が
税
額
に
加
算
さ
れ
ま

す
。
さ
ら
に
文
書
で
の
納
税
催
告
や
差
押

な
ど
の
滞
納
処
分
も
行
い
ま
す
。

　

事
情
が
あ
っ
て
納
付
に
お
困
り
の
方
は
、

未
納
の
ま
ま
放
置
せ
ず
に
収
納
課
（
市
役

所
１
階
９
番
窓
口
）
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
コ
ン
ビ
ニ
で
も
納
付
で
き
ま
す

　

市
税
な
ど
は
、
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
で
も

納
付
で
き
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
納
期
限
を
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
納
付
書

は
、
コ
ン
ビ
ニ
納
付
に
は
使
用
で
き
ま
せ

ん
。
新
し
い
納
付
書
を
再
発
行
し
ま
す
の

で
、
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
口
座
振
替
も
ご
検
討
く
だ
さ
い

　

市
税
な
ど
の
納
付
に
は
、
安
全
・
便
利

な
口
座
振
替
も
ご
検
討
く
だ
さ
い
。
お
申

し
込
み
は
、
金
融
機
関
ま
た
は
ゆ
う
ち
ょ

銀
行
で
お
取
り
扱
い
し
て
い
ま
す
。

問
納
税
相
談
は
収
納
課　
内
１
６
２
～
５

　

口
座
振
替
は　

税
務
課 

庶
務
係

内
１
５
１
～
２

　

特
別
な
事
情
が
な
い
ま
ま
、
国
民
健
康

保
険
税
（
以
下
「
国
保
税
」）
の
滞
納
を

続
け
る
と
、
通
常
の
被
保
険
者
証
に
代
わ

り
「
短
期
被
保
険
者
証
」
や
「
資
格
証
明

書
」
が
交
付
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
短
期
被
保
険
者
証

　

本
来
の
被
保
険
者
証
は
有
効
期
限
を
１

年
と
し
て
交
付
さ
れ
ま
す
が
、
短
期
被
保

険
者
証
で
は
、
そ
の
期
間
が
数
カ
月
単
位

に
区
切
ら
れ
て
発
行
さ
れ
ま
す
。

▼
資
格
証
明
書

　

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
で
あ
る
こ

と
を
証
明
す
る
も
の
で
、
保
険
診
療
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
そ
の
場
で
給

付
（
自
己
負
担
額
の
み
の
診
療
）
は
受
け

ら
れ
ず
、
医
療
費
は
全
額
自
己
負
担
と
な

り
ま
す
。

※
こ
れ
ら
の
措
置
は
、
国
保
税
を
き
ち
ん

と
納
め
て
い
る
人
と
そ
う
で
な
い
人
の
公

平
を
保
つ
た
め
の
措
置
で
、
平
成
12
年
度

か
ら
は
資
格
証
明
書
の
交
付
が
法
律
で
義

務
付
け
ら
れ
、
滞
納
対
策
が
強
化
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

事
情
に
よ
り
納
付
が
困
難
な
方
は
、
お

　

納
付
書
で
納
入
し
て
い
る
方
は
、
納
め

忘
れ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
保
険
料
が
未

納
と
な
る
と
、

①
延
滞
金
の
徴
収

②
保
険
証
の
有
効
期
間
短
縮

③
高
額
療
養
費
や
コ
ル
セ
ッ
ト
代
な
ど
の

支
給
留
保

な
ど
、
不
利
益
な
取
扱
い
を
受
け
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　

納
付
書
を
紛
失
し
た
と
き
は
再
発
行
し

ま
す
。
ま
た
、
納
付
が
大
変
な
と
き
は
窓

口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
納
入
に
は
口
座

振
替
も
利
用
で
き
ま
す
。
お
申
し
込
み
は
、

金
融
機
関
ま
た
は
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
で
お
取

り
扱
い
し
て
い
ま
す
。

　

保
険
料
は
、
皆
さ
ん
が
病
院
に
か
か
っ

た
と
き
の
医
療
費
を
賄
う
大
切
な
財
源
で

す
。
保
険
料
の
納
付
を
お
忘
れ
な
く
。

問
保
険
年
金
課 

医
療
年
金
係

（
小
豆
畑
・
一
瀬
）
内
１
８
６
、１
８
７

市
税
な
ど
は
納
期
限
内
に

納
付
し
ま
し
ょ
う

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
方
へ

　
短
期
被
保
険
者
証
と

　
　
　
資
格
証
明
書
に
つ
い
て

市
税
や
国
保
税
、
保
険
料
の
納
付
を
お
忘
れ
な
く

市
税
や
国
保
税
、
保
険
料
の
納
付
を
お
忘
れ
な
く

市
税
や
国
保
税
、
保
険
料
の
納
付
を
お
忘
れ
な
く

■国保税を特別な事情なく
　　　　　　納めないでいると…

納期限から
１年を経過

納期限から
１年６カ月経過

資格証明書の交付

滞納状態の連続

特別な事情の届出
・届出がない
・特別な事情と
　認められない

滞納処分の実施

不動産、給与、
預貯金、債権、
自動車等

給付の全部または
一部の差し止め

高額療養費をはじめ、あ
らゆる現金給付を差し止
める場合があります。

早
め
に
納
税
相
談
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
国
保
税
は
必
ず
納
付
し
て
く
だ
さ
い

　

国
保
税
は
国
民
健
康
保
険
の
大
切
な
財

源
で
あ
り
、
皆
さ
ん
の
病
気
や
ケ
ガ
の
医

療
費
に
あ
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
納
め
な
い

方
が
い
る
と
国
保
制
度
が
成
り
立
た
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

問
保
険
年
金
課 

保
険
係（

野
口
）
内
１
８
１
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農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
登
載
申
請
に
つ
い
て

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
登
載
申
請
に
つ
い
て

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
登
載
申
請
に
つ
い
て

　

農
業
委
員
会
の
選
挙
で
選
挙
権
を
行
使
す
る
た
め
に
は
、
平
成
24
年
１
月
10

日
㈫
ま
で
に
「
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
登
載
申
請
書
」
の
提
出
が
必
要

で
す
。
こ
こ
で
は
登
載
申
請
の
手
続
き
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

生
産
組
合
に
加
入
し
て
い
る
場
合

　

生
産
組
合
長
か
ら
申
請
書
が
12
月
下
旬

に
配
布
さ
れ
ま
す
。
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
生
産
組
合
長
に
提
出
く
だ
さ
い
。

生
産
組
合
に
加
入
し
て
い
な
い
場
合

　

10
㌃
以
上
の
農
地
を
所
有
し
て
い
る
方

に
は
、
12
月
下
旬
に
申
請
書
を
送
付
し
ま

す
。
郵
送
さ
れ
た
申
請
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
市
役
所
２
階
の
農
業
委
員
会
ま

た
は
各
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
の
提
出
が
な
い
と
選
挙
人
名
簿

に
登
載
さ
れ
ま
せ
ん
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

登
載
申
請
す
る
資
格
が
あ
る
方

　

選
挙
人
名
簿
に
登
載
申
請
で
き
る
方
は
、

次
の
要
件
を
す
べ
て
備
え
て
い
る
方
で
す
。

⑴
平
成
24
年
１
月
１
日
現
在
市
内
に
住
所

を
有
す
る
方

⑵
平
成
24
年
３
月
31
日
現
在
満
20
歳
以
上

の
方

⑶
次
の
①
～
③
の
ど
れ
か
に
該
当
す
る
方

①
10
㌃
以
上
の
農
地
を
耕
作
し
て
い
る

②
①
に
該
当
す
る
方
の
同
居
す
る
親
族
や

配
偶
者
で
、
年
間
60
日
以
上
の
耕
作
に

従
事
し
て
い
る
方

③
10
㌃
以
上
の
農
地
を
耕
作
す
る
農
業
生

産
法
人
の
組
合
員
、
社
員
ま
た
は
株
主

で
年
間
約
60
日
以
上
の
耕
作
に
従
事
し

て
い
る
方

問
農
業
委
員
会
事
務
局

（
赤
津
、
鈴
木
）
内
２
９
１

●
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

電
気
製
品
や
暖
房
器
具
は
正
し
い
使
用
と
点
検
で
事
故
防
止

電
気
製
品
や
暖
房
器
具
は
正
し
い
使
用
と
点
検
で
事
故
防
止

電
気
製
品
や
暖
房
器
具
は
正
し
い
使
用
と
点
検
で
事
故
防
止

　

私
た
ち
は
い
ろ
い
ろ
な
製
品
を
使
い
な

が
ら
生
活
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
製
品

に
よ
る
事
故
が
起
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

事
故
の
主
な
原
因
は
、
誤
っ
た
使
い
方
や

不
注
意
に
よ
る
も
の
、
製
品
自
体
の
不
良

等
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
安
全
に
使
う
た
め

に
は
注
意
や
定
期
的
な
点
検
が
必
要
で
す
。

【
事
例
１
】　

電
気
ス
ト
ー
ブ
か
ら
火
災

　

電
気
ス
ト
ー
ブ
が
あ
る
居
間
付
近
か
ら

出
火
し
て
全
焼
し
、
死
亡
し
た
事
例
で
す
。

　

電
気
ス
ト
ー
ブ
を
つ
け
た
ま
ま
寝
て
、

ヒ
ー
タ
ー
に
ふ
と
ん
が
接
触
し
て
火
災
に

な
っ
た
も
の
で
す
。
寝
る
と
き
は
必
ず
電

源
ス
イ
ッ
チ
を
切
り
ま
し
ょ
う
。
寝
具
か

ら
離
し
て
置
い
た
つ
も
り
で
も
、
寝
返
り

な
ど
で
接
触
し
火
災
に
な
っ
た
事
例
も
あ

り
ま
す
。

【
事
例
２
】　

掃
除
機
の
プ
ラ
グ
と
コ
ー
ド

の
間
か
ら
火
花

　

コ
ン
セ
ン
ト
に
掃
除
機
の
プ
ラ
グ
を
差

し
込
ん
だ
と
こ
ろ
、
火
花
と
黒
煙
が
出
た
。

　

日
常
的
に
電
源
コ
ー
ド
を
引
っ
張
っ
て

コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
プ
ラ
グ
を
引
き
抜
い
て

使
用
し
て
い
た
た
め
、
プ
ラ
グ
付
近
で
電

線
が
露
出
し
、
接
触
し
て
シ
ョ
ー
ト
し
た

も
の
で
す
。
プ
ラ
グ
を
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら

抜
く
際
は
、
コ
ー
ド
を
持
っ
て
引
っ
張
ら

ず
に
プ
ラ
グ
部
分
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

※
以
上
は
「
Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
見
守
り
ハ
ン
ド
ブ

ッ
ク
２
０
１
１
」
か
ら
出
典

【
事
例
３
】　

安
全
の
た
め
に
定
期
的
な
点

検
が
必
用
な
製
品

　

ガ
ス
、
石
油
、
電
気
を
使
用
す
る
設
置

式
の
製
品
は
、
長
い
間
使
い
続
け
て
い
る

と
部
品
が
劣
化
し
て
、
火
災
や
死
亡
事
故

を
起
こ
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
対
象
製
品

に
は
安
全
に
使
う
た
め
の
目
安
と
な
る
設

計
上
の
標
準
使
用
期
間
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
製
品
購
入
時
に
メ
ー
カ
ー
に
所

有
者
登
録
を
し
て
お
く
と
、
標
準
使
用
期

間
が
終
了
す
る
こ
ろ
に
点
検
通
知
が
届
き

ま
す
。
安
全
に
使
う
た
め
に
期
間
内
に
点

検
を
受
け
ま
し
ょ
う
（
点
検
は
、
ほ
と
ん

ど
の
場
合
有
料
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
点

検
の
依
頼
を
す
る
前
に
、
メ
ー
カ
ー
か
ら

点
検
に
来
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。）。

○
対
象
と
な
る
製
品

・
石
油
給
湯
機

・
石
油
風
呂
釜

・
Ｆ
Ｆ
式
石
油
温
風
暖
房
機

・
ビ
ル
ト
イ
ン
式
電
気
食
器
洗
機

・
浴
室
用
電
気
乾
燥
機

・
屋
内
式
ガ
ス
瞬
間
湯
沸
器

・
屋
内
式
ガ
ス
風
呂
釜

　

平
成
21
年
４
月
１
日
よ
り
前
に
製
造
・

輸
入
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
も
、
製
造
時

期
を
確
認
し
、
メ
ー
カ
ー
の
点
検
を
受
け

ま
し
ょ
う
。

問
商
工
観
光
課
内
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
佐
藤
）
☎
㊸
１
１
０
７

　

平
成
23
年
度
は
、
一
般
４
１
５
句
、
中

学
生
６
３
６
句
、
小
学
生
１
１
４
６
句
の

投
句
が
あ
り
、
次
の
皆
さ
ん
が
大
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
（
敬
称
略
）。

○
一
般
の
部

　

野
口 

政
次
（
磯
原
町
）

　
鎮
魂
の 

海
の
青
さ
や 

彼
岸
花

○
中
学
生
の
部

　

佐
川 

珠
里
（
磯
原
中
）

　
華
や
か
な 

色
が
ち
る
ち
る 

花
火
か
な

○
小
学
生
の
部

　

佐
々
木 

和
湖
（
大
津
小
）

　
七
夕
に 

お
願
い
し
た
よ 

復
興
を

問
高
齢
福
祉
課
高
齢
福
祉
係

（
鈴
木
）
内
１
２
２

北
茨
城
俳
句
ポ
ス
ト
大
賞

平
成
23
年
度
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市
内
の
小
中
学
生
を
対
象
に
募
集
し
た
環
境
標
語
作
品
展
は
、
寄
せ
ら

れ
た
１
３
３
６
点
の
応
募
作
品
の
中
か
ら
次
の
と
お
り
入
賞
者
が
決
定
し
、

11
月
24
日
に
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
（
敬
称
略
）。

平
成
23
年
度

環
境
標
語
作
品
展
の
入
賞
者
決
定

環
境
標
語
作
品
展
の
入
賞
者
決
定

環
境
標
語
作
品
展
の
入
賞
者
決
定

〈
小
学
生
低
学
年
の
部
〉

リ
サ
イ
ク
ル

　

今
日
か
ら
や
ろ
う　

で
き
る
こ
と

永
山　

幸
輝
（
中
二
小
３
年
）

〈
小
学
生
高
学
年
の
部
〉

節
電
で

　

家
族
の
「
明
か
り
」　

見
つ
け
た
よ

佐
々
木　

和
湖
（
大
津
小
６
年
）

〈
中
学
生
の
部
〉

も
っ
た
い
な
い

　

知
恵
と
工
夫
で　

リ
サ
イ
ク
ル

小
川　

直
哉
（
関
本
中
２
年
）

〈
小
学
生
低
学
年
の
部
〉

　

金
澤　

沙
衣
（
富
士
ケ
丘
小
２
年
）

　

関　
　

颯
大
（
平
潟
小
１
年
）

　

山
形　

和
喜
（
華
川
小
１
年
）

〈
小
学
生
高
学
年
の
部
〉

　

工
藤　

郁
凜
（
富
士
ケ
丘
６
年
）

　

鈴
木　

拓
真
（
大
津
小
４
年
）

　

前
田　

楓
華
（
華
川
小
５
年
）

最
優
秀
賞

優

秀

賞

下水道への早期接続をお願いします
○下水道への接続工事は３年以内に
　下水道が利用できるようになった区域で、現在くみ
取り式のトイレを使用している方は、下水道が使え
るようになった日（告示による供用開始の日）から 3
年以内に水洗トイレに改造し、下水道へ接続すること
が義務づけられています。また、浄化槽を使用してい
る方も、遅滞なく下水道へ接続することが義務づけら
れています。下水道が利用できるようになった区域の
方で、まだ接続されていない方は、早期接続をお願い
します。
普及率：７. ７１％（３７１９人）
水洗化率：７０. ６９％（２６２９人）
※普及率：市全体の人口のうち、下水道を利用できる
ようになった人口の割合
※水洗化率：下水道を利用できるようになった人口の
うち、下水道を利用している人口の割合
○接続工事は指定工事店で
　下水道を利用するためには、個人負担で宅地内の接
続工事を行う必要があります。接続工事は市の指定す
る工事店へ依頼してください。
○下水道は正しく使いましょう
　油やゴミ、危険物（アルコール、ガソリン、薬品など）
などを流してしまうと、下水処理場の機能低下や管の

詰まり、破損、事故（爆発など）の原因となり、下水
道の寿命を縮めてしまいます。みんなで使う公共の財
産ですので、一人一人がマナーを守って正しく使いま
しょう。

問下水道課  管理係（渡邊）、事業係（山口） 内２６２

凡　　　例
第１期区域
供 用 区 域
第２期区域
処 理 場

市役所市役所

大津港

平潟地区漁業集落排水処理場

汚水処理場汚水処理場

磯原駅磯原駅

北茨城
浄化センター
北茨城
浄化センター

文

文

〒

常
磐
自
動
車
道

太
平
洋

太
平
洋

〈
中
学
生
の
部
〉

　

三
浦　

悠
輔
（
磯
原
中
１
年
）

　

金
川　

瑞
希
（
磯
原
中
１
年
）

　

本
島　

裕
拓
（
中
郷
中
２
年
）

　

箕
川　

圭
介
（
中
郷
中
３
年
）

　

岡
澤　
　

誠
（
中
郷
中
３
年
）

問
生
活
環
境
課 

環
境
保
全
係

（
山
野
辺
）
内
３
７
１
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北茨城市役所　☎43ー1111北茨城市役所　☎43ー1111

北茨城市立総合病院の診療体制 平成 23 年 11 月 16 日現在
診療科 ※１ 月 火 水 木 金 土※２ 入院受入

内 科
午前

初診 瀬田 瀬田 渋木 荒井 永田 当番医

可
お薬外来 渋木 荒井 非常勤 永田 瀬田 当番医

予約 藤枝 藤枝 永田 渋木 荒井
藤枝 当番医

午後 予約 藤枝 藤枝 永田 渋木 荒井
藤枝 −

循環器内科 午前 山尾 山尾 − 山尾 −
非常勤
12/17

1/7・21
可

外 科 午前 小出
小池

田渕※３

（第 2・3・5） 小池 宇佐美
小池 小出 小池 可

産 婦 人 科
午前 小池 小池 小池 小池 井上 小池

可
午後 小池 − − − − −

眼 科 − − − − − − −

小 児 科

一般
外来

午前 小宅 平木 平木 小宅 平木

− −
午後 − − − −

予約外来
平木

健診・注射
予防注射

小宅（午後） −
乳児健診

平木（午後） − −

専門外来 アレルギー外来
黒田（第３） − 神経外来

浜野 − 心臓外来
堀米（第４午後）

泌 尿 器 科
午前 − − − 笠谷 − −

−
午後 − − − 笠谷※４

（第２除く） − −

脳神経外科
午前 金子 − − − − 金子

−
午後 金子 − − − − −

整 形 外 科
午前 − − 渡部 井上

渡部 − 土屋
（第 1・3 のみ） −

午後 − − 渡部 井上 − −

耳鼻咽喉科 午前 − − − 徳永 − 当番医 −

皮 膚 科
午前 倉持 − − 倉持 − −

−
午後 倉持 − ※月曜は耳鼻科外来、木曜午前中は小児科外来にて診察します。

歯科口腔外科
午前 若月 若月 若月

若月
吉田・口腔外科
12/15・1/19

若月 若月
可

午後 若月 若月 若月
若月

吉田・口腔外科
12/15・1/19

− −

震災こころの
ケ ア 外 来 午後※5 −

非常勤
12/6・20・27

1/10・24
− −

非常勤
12/2・16
1/6・20

− 可

※１ 午前の一般受付は 11 時までです。午後の受付時間は各科によって異なりますのでお問い合わせください。
※２ 土曜日の診療は、第１・第３・第５土曜日です。（第２・第４土曜日は休診となります。）
※３ 外科（第１・第４火曜日は休診）　　　※４ 泌尿器科（第２木曜日は午後休診）
※５ 震災こころのケア外来は予約制となります。（初診の際にも予約が必要です。）

問い合わせ：北茨城市立総合病院　☎４６−１１２１　医事課　田谷・井坂（内線３２１・２３９）

「
震
災
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
外
来
」

診
療
開
始
に
つ
い
て

年
末
年
始
休
診
の
お
知
ら
せ

　

筑
波
大
学
と
国
立
精
神
・
神
経
セ
ン
タ

ー
の
医
師
に
よ
る｢

北
茨
城
元
気
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト｣

の
一
環
と
し
て
、
当
院
で｢

震
災

こ
こ
ろ
の
ケ
ア
外
来｣

を
開
始
し
ま
し
た
。

○
診
療
日　

上
記
表
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

○
診
療
時
間

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

※
診
療
は
予
約
制
で
す
。
予
約
な
し
で
は

受
診
で
き
ま
せ
ん
。
必
ず
事
前
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
震
災
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
外
来
受
付

☎
㊻
１
１
２
１

　

12
月
29
日
㈭
～
１
月
３
日
㈫
の
期
間
、

一
般
外
来
は
休
診
と
な
り
、
救
急
外
来
の

み
診
療
を
行
い
ま
す
。
小
児
科
診
療
も
休

診
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
小
児
科
診
療
を

ご
希
望
の
方
は
、
日
立
製
作
所
日
立
総
合

病
院
で
の
受
診
と
な
り
、
事
前
連
絡
が
必

要
で
す
。

※
救
急
外
来
は
、
原
則
と
し
て
入
院
加
療

が
必
要
な
方
を
中
心
に
診
察
を
行
っ
て

い
ま
す
。
症
状
、
状
況
に
よ
り
、
診
察

を
行
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
必
ず

事
前
に
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
こ
の
期
間
は
、
例
年
、
多
く
の
方
が
来

院
さ
れ
、
数
時
間
待
ち
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

問
救
急
外
来
受
付　
　

☎
㊻
１
１
２
１

　

日
立
製
作
所
日
立
総
合
病
院

☎
０
２
９
４
‐
23
‐
１
１
１
１



健　診　と　相　談

休日の
当番医

診療時間　午前９時～午後５時

12／11
友愛クリニック
☎ 43-1398 ( 磯原町 )

18
市立総合病院
☎ 46-1121 ( 大津町 )

23
北茨城中央クリニック
☎ 30-1600 ( 磯原町 )

25
いそはらクリニック
☎ 30-1580 ( 磯原町 )

31
瀧病院
☎ 42-1221 ( 磯原町 )

1／1
市立総合病院
☎ 46-1121 ( 大津町 )

2
市立総合病院
☎ 46-1121 ( 大津町 )

3
廣橋第一病院
☎ 46-5111( 関南町 )

■心配ごと相談
[ 地域福祉交流センター ]
12 月 15 日㈭、１月５日㈭
[ 大津町公民館 ]
12 月 8 日㈭、22 日㈭
どちらも午後１時～４時

問社会福祉協議会　☎４２‐０７８２
■移動児童相談　
　12 月７日㈬、21 日㈬、１月４日㈬
　午前10 時～午後３時
　大津子どもの家
問社会福祉課　内１３２

■健康いきいき体操
　【エイサー太鼓】[ 市民ふれあいセンター ]
　12 月 21 日㈬　午前 10 時～ 11 時
　【ステップ台】[ 平潟町公民館 ]
　12 月 13 日㈫　午前 10 時～ 11 時
問生涯学習課　内４３２
■「ふれあい体操」

　12 月６日㈫、13 日㈫、20 日㈫、27 日㈫
　午後１時 30 分～ 4 時　市民ふれあいセンター
問地域包括支援センター　内１２４

☆各種健診など☆各種相談など
■歯の相談（要予約）

12 月 21 日㈬、１月 25 日㈬
午前９時 30 分～ 11 時 30 分

■精神保健相談（要予約）
　12 月 19 日㈪、１月 18 日㈬
■育児相談（５カ月以上の乳幼児）
　12 月 21 日㈬、１月 25 日㈬　
　午後１時～２時受付
■４カ月児健康診査
　12 月 15 日㈭、１月 19 日㈭　
　午後０時 30 分～１時 15 分受付
■１歳６カ月児健康診査

12 月 16 日㈮、１月 27 日㈮
午後１時～１時 30 分受付

■２歳児歯科健診
1 月の検診日はありません。

■３歳児健康診査
12 月９日㈮、１月 13 日㈮　午後１時～２時受付

問保健センター　☎４３‐１３１０

国
民
健
康
保
険
税　
　
　

［
第
６
期
］

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
［
第
６
期
］

固
定
資
産
税　
　
　
　
　

［
第
３
期
］

納
期
限　
　
　
　
　
　

 

12
月
26
日
㈪

今月の納税

市立図書館　☎ 42－1451

●銀婚式物語

●霧の城

●かがみのもり

●母さんのコロッケ

●コーヒーもう一杯

●空の絵本

●わがはいはのっぺらぼう

●メリークリスマスおつきさま

●妖怪遊園地

●悪い本

新井　素子

岩井三四二

大崎　　梢

喜多川　泰

平　安寿子

長田　　弘

富安　陽子

アンドレ・ダーハン

広瀬　克也

宮部みゆき

12 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 31

1/1 2 3 4 5 6 7

☆ぽっぽのおはなし会☆（参加無料）
12 月 21 日㈬ 午前 10 時から 11 時
まで、幼児を対象に絵本の読み聞かせ
や紙芝居、手遊びなどをしています。

は休館日

月 - December -
市立図書館12
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北茨城市役所　☎43-1111



秋空に向かって咲き誇る薄桃色の花
長瀬　ツル子さん　宅（磯原町）

今年の春に約 20cm の苗から育て始めた皇帝ダ
リア。ここまで大きくなるとは思ってなかったの
で、軒下に植えましたが、現在の高さは約５m。
ベランダの高さを超えてしまいました。秋を迎え
た頃から花が咲き始め、ピンク色の花弁と青く澄
み渡る秋空が美しいコントラストを作っています。

うちのうちの

　
11
月
３
日
、
親
子
共
同
の
モ
ノ
づ
く
り
を
通
し
て

「
絆
」
を
深
め
る
「
親
子
木
工
教
室
」
が
市
民
体
育

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
地
元
の
間
伐
材
を
利
用
し
た
学
習
机
「
で
き
杉
く

ん
」
を
作
り
な
が
ら
、
親
子
の
ふ
れ
あ
い
や
間
伐
材

の
こ
と
、
森
林
の
役
割
な
ど
の
理
解
を
深
め
て
も
ら

お
う
と
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
日
は
、
79
組
の
親
子
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
、

こ
の
う
ち
来
春
の
小
学
校
入
学
を
控
え
た
家
族
は
40

組
。
皆
さ
ん
は
、金
づ
ち
な
ど
を
手
に
、職
人
の
方
々

の
助
言
を
受
け
な
が
ら
、
組
み
立
て
て
い
き
、
３
時

間
ほ
ど
で
立
派
な
机
と
イ
ス
を
完
成
し
ま
し
た
。

　
お
昼
に
は
と
ん
汁
が
ふ
る
ま
わ
れ
、
参
加
し
た
皆

さ
ん
は
で
き
あ
が
っ
た
机
を
見
な
が
ら
、
食
事
と
と

も
に
完
成
の
喜
び
を
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

市の人口と世帯　平成 23 年 11 月 1 日現在（　）は前月比

総人口… 46,211 人 （ − 21） 出　生… 33 人 （ ＋ 10）

男… 22,748 人 （ − 10） 死　亡… 46 人 （　− 8）

女… 23,463 人 （ − 11） 転　入… 70 人 （ − 25）

世帯数… 17,467 世帯（　＋ 6） 転　出… 78 人 （ − 15）

市の行事や休日の当番医などの問い合わせは 発行／北茨城市　　編集／市民課
〒 319−1592　北茨城市磯原町磯原1630番地
☎ 0 2 9 3−4 3−1 1 1 1
◆ホームページ
　http://www.city-kitaibaraki.jp
◆Ｅメール
　kouhou@city-kitaibaraki.jp

市政に関する提言は

…市民ダイヤル　☎ 4 3 ー 2 3 2 3
　　　　　　　　☎ 4 3 ー 2 3 2 4

…市長への FAX　　　　30 ー 1350
この広報きたいばらきは環境にやさしい植物性
大豆油インキを使用して印刷されています。

北茨城市
携帯電話サイト

「放射能なんかに負けず

に名前の様に大きく育

て！！」

（父 貞義さん 母 真実さん） （父 洋道さん 母 さつきさん）
（10 カ月　中郷町）

佐
藤

たいじゅ

大樹

「元気いっぱいの愛華
羽ちゃん。最近５～６
歩歩き始めました。パ
パもママも成長が楽し
みです。このまますく
すく育ってね。」

　

お
外
に
出
か
け
る
の
が
大
好
き
な
オ
ズ
く
ん
。
車
が
好

き
で
、
ド
ラ
イ
ブ
の
時
は
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
に
身
を
乗
り

出
し
て
喜
び
ま
す
。
散
歩
も
大
好
き
で
、
３
㎞
く
ら
い
平

気
で
歩
い
ち
ゃ
い
ま
す
。
お
う
ち
の
中
で
は
家
族
の
誰
か

が
帰
っ
て
く
る
と
、
き
ち
ん
と
お
座
り
し
て
お
出
迎
え
す

る
お
利
口
さ
ん
で
す
。

関本町・渡辺さん宅の

（シーズー・オス・８歳）
オ ズ

机
づ
く
り
で
絆（
き
ず
な
）を
深
め
る

　
　
　
親
子
木
工
教
室
に
79
組
が
参
加

く
　ん

（10 カ月　中郷町）

あ げ は

愛華羽

表 紙 解 説

石
川

ち　ゃ　　ん
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今
年
も
盛
況 

港
ま
つ
り

　

11
月
５
日
、「
第
23
回
雨
情
の
里
港

ま
つ
り
」
が
大
津
漁
港
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
今
年
は
震
災
の
影
響
も
あ
り
、

規
模
を
縮
小
し
て
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
が
、
地
元
の
海
産
物
・
農
産
物
の
即

売
、地
元
の
各
団
体
の
模
擬
店
、バ
ザ
ー

の
テ
ン
ト
な
ど
が
所
狭
し
と
立
ち
並
び
、

会
場
内
は
市
内
外
か
ら
訪
れ
た
大
勢
の

人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

雨
情
踊
り
で
幕
が
上
が
り
、
ス
テ
ー

ジ
で
は
各
種
団
体
の
演
舞
や
シ
ョ
ー
が

繰
り
広
げ
ら
れ
、
恒
例
の
サ
ン
マ
の
つ

か
み
取
り
、
ア
ン
コ
ウ
鍋
の
販
売
、
花

園
牛
の
抽
選
に
も
長
蛇
の
列
が
で
き
て

い
ま
し
た
。

　

11
月
３
日
の
文
化
の
日
、
市
文
化
協

会
主
催
の
「
北
茨
城
市
芸
能
発
表
会
」

が
市
民
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
年
で
32
回
を
迎
え
る
発
表
会
に
は
、

能
楽
や
詩
吟
、
合
唱
な
ど
９
種
目
の
芸

能
で
14
団
体
１
０
０
人
を
超
え
る
市
民

が
参
加
。
皆
さ
ん
は
練
習
の
成
果
を
披

露
し
ま
し
た
。
熱
の
こ
も
っ
た
そ
れ
ぞ

れ
の
発
表
が
終
わ
る
ご
と
に
観
客
か
ら

は
大
き
な
拍
手
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

10
月
下
旬
、
マ
ウ
ン
ト
あ
か
ね
で
県

自
然
博
物
館
の
移
動
博
物
館
が
開
設
さ

れ
ま
し
た
。
期
間
中
、
茨
城
県
の
自
然

を
紹
介
す
る
パ
ネ
ル
や
発
掘
さ
れ
た
化

石
の
標
本
な
ど
が
展
示
さ
れ
来
場
者
を

楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　

ま
た
10
月
26
日
か
ら
28
日
ま
で
の
３

日
間
は
市
内
の
小
学
校
の
皆
さ
ん
の
体

験
学
習
に
も
利
用
さ
れ
、
児
童
の
皆
さ

ん
は
、
学
芸
員
の
指
導
を
受
け
な
が
ら

ア
ン
モ
ナ
イ
ト
の
化
石
の
標
本
づ
く
り

や
展
示
物
か
ら
答
え
を
探
る
ク
イ
ズ
な

ど
を
体
験
し
、
自
然
に
つ
い
て
学
ん
で

い
ま
し
た
（
写
真
は
関
一
小
）。

芸
術
の
秋
に

練
習
の
成
果
を
披
露

化
石
づ
く
り
や
自
然
を
学
ぶ

マ
ウ
ン
ト
あ
か
ね
で
県
移
動
博
物
館

広報　きたいばらき　12月号　10
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11
月
５
日
、
市
立
保
育
所
（
木
皿
、

関
本
）
合
同
の
運
動
会
が
市
民
体
育
館

で
開
催
さ
れ
、
両
施
設
合
わ
せ
て
46
人

の
園
児
と
そ
の
家
族
の
皆
さ
ん
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
福
島
第
一
原
発
事
故
の
影

響
を
考
慮
し
て
屋
内
開
催
と
す
る
一

方
、そ
の
分
に
ぎ
や
か
に
楽
し
も
う
と
、

２
つ
の
保
育
所
の
合
同
開
催
と
な
っ
た

も
の
で
す
。
子
ど
も
た
ち
は
、
飾
り
付

け
ら
れ
た
会
場
で
、
い
つ
も
よ
り
多
く

の
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
た
ち
か
ら
の
声

援
に
押
さ
れ
、
元
気
い
っ
ぱ
い
に
身
体

を
動
か
し
て
い
ま
し
た
。

　

10
月
27
日
、
シ
ル
バ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー

セ
ミ
ナ
ー
が
高
萩
市
と
北
茨
城
市
の
高

齢
者
の
皆
さ
ん
45
人
が
参
加
し
て
北
茨

城
自
動
車
学
校
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

高
齢
者
の
事
故
を
な
く
そ
う
と
高
萩

警
察
署
と
自
動
車
学
校
の
共
催
で
行
わ

れ
た
も
の
で
、
参
加
者
は
、
管
内
の
事

故
概
況
の
説
明
を
受
け
た
後
、
記
憶
力

テ
ス
ト
、
運
転
実
技
、
適
性
検
査
な
ど

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
皆
さ
ん
は
「
自

分
の
技
術
を
認
識
す
る
良
い
機
会
。
今

後
も
安
全
運
転
を
心
が
け
ま
す
」
と
話

し
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

10
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
、
市
内
の

各
小
中
学
校
で
は
、
文
化
祭
が
開
か
れ

ま
し
た
。
各
校
思
い
思
い
の
趣
向
で
行

わ
れ
る
な
か
、
10
月
29
日
の
華
川
小
学

校
で
は
、
震
災
に
負
け
ず
に
元
気
に
立

ち
上
が
ろ
う
と
、
体
育
館
で
華
小
コ
ン

サ
ー
ト
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

先
生
や
児
童
ら
が
結
成
し
た
バ
ン
ド

が
次
々
と
ス
テ
ー
ジ
に
上
が
り
、
演
奏

や
歌
を
披
露
す
る
と
、
観
客
の
子
ど
も

た
ち
や
保
護
者
の
皆
さ
ん
も
ノ
リ
ノ
リ

で
声
援
を
送
る
な
ど
、
熱
気
の
こ
も
っ

た
一
体
感
で
会
場
は
盛
り
上
が
っ
て
い

ま
し
た
。

に
ぎ
や
か
に
交
流
を
深
め
る

市
立
保
育
所
で
合
同
運
動
会

運
転
技
術
を
再
認
識

シ
ル
バ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
セ
ミ
ナ
ー

各
小
中
学
校
で

に
ぎ
や
か
に
文
化
祭
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10 月 12 日㈬・10 月 13 日㈭
【団体戦】
▼野球①常北②磯原③中郷▼ソフトテニス男子④磯
原⑦華川▼柔道男子①中郷⑤常北▼柔道女子③中郷
▼剣道男子⑤磯原▼剣道女子①常北③中郷▼バス
ケットボール男子④中郷▼バスケットボール女子⑥
華川▼卓球女子③磯原③常北⑤中郷▼体操男子①華
川▼体操女子②磯原

【個人戦】
▼柔道男子 50㌔級②佐藤鷹哉（磯原）55㌔級①今
井康太（常北）③馬場辰也（磯原）60㌔級②岩間
勇樹（中郷）③荒川舜（中郷）66㌔級①岡原大成（中
郷）73㌔級①川﨑海登（中郷）81㌔級③最上嘉洋（中
郷）90㌔級①髙木銀雅（常北）▼柔道女子 57㌔級
③益子裕加里（磯原）70㌔超級②細谷友暉（中郷）
▼剣道男子③安東滉太（磯原）▼剣道女子③林優希

北茨城市ゲートボール協会杯秋季大会

10 月 5 日㈬、10 月 14 日㈮　関南ゲートボール場
①平潟スパーク②汐見ヶ丘③二つ島はまぎく会 華
川ドリーム

第21回 北茨城市長杯ゲートボール大会

10 月 24 日㈪　関南ゲートボール場
①二つ島はまぎく会②汐見ヶ丘③日の出会 日棚フ
レンド

第38回 市民ママさんバレーボール大会

10 月 23 日㈰、30 日㈰　市民体育館
①黒潮レディース②関南クラブＡ③中郷クラブＡ
ミディーズ

第29回 市民テニス大会

11 月５日㈯　雨情の里テニスコート
▼男子Ａクラス①豊田・山田（ミルフィーユ／日鉱
金属）②秋山・吉岡（瀧ＨＰ）③松本・神永（サニー
ベル）③吉田・京極（市役所・ミルフィーユ）
▼男子Ｂクラス①高石・齋藤（ＮＯＫ／フリー）②
矢吹・奈良崎（常笑群団／ミルフィーユ）③岡田・

（常北）▼卓球男子単⑥湯澤和哉（常北）▼卓球女
子単⑤高橋百花（磯原）⑨大浦梓（磯原）⑭高橋英
利（華川）▼卓球女子複③伊藤真理菜・五十嵐由佳（常
北）▼体操男子総合①川井やまと（華川）②石塚隼
人（華川）④茅根大侑（華川）⑤佐久間隆弥（華川）
⑥伊藤秀哉（華川）ゆか・あん馬・鉄棒①川井やま
と（華川）跳馬①石塚隼人（華川）▼体操女子総合
①八島愛実（華川）②小鍛冶結乃（華川）平行棒・
平均台・ゆか①八島愛実（華川）

県北地区中学校駅伝競走大会
10 月 17 日㈪　笠松運動公園内周回コース
▼男子⑨中郷▼女子⑦中郷

学校教育課（小髙）　 ４４０

木部石（ＮＯＫ／常笑群団）③金沢・植草（大子）
▼女子Ａクラス①青山・尾形（フレーム９３／城南）
②坂本・磯（いわき／常笑群団）③小林・藤田（Ｎ
ＯＫ）③兼本・中島（ミルフィーユ）
▼女子Ｂクラス①水野・木村（ミルフィーユ）②山
田・寺門（常笑群団）③阿部・渡辺（瀧ＨＰ）③佐
藤・面川（アクティヴ）

第51回 市長旗争奪軟式野球大会

10 月９日㈰、16 日㈰、23 日㈰　市民野球場ほか
①ＭＥＡＴ②ＴＣ愛③Ｃｌｅａｒ③ＫＢＣ 滝徹也

（ＭＥＡＴ） 長谷川洋（ＴＣ愛）
生涯学習課（関根）　 ４２２

ス ポ ー ツ の 結 果ス ポ ー ツ の 結 果

県北地区中学校新人体育大会県北地区中学校新人体育大会
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　私の将来の夢は、看護師になることです。小さ
い頃からずっとあこがれていました。病院でやさ
しい看護師さんたちと接しているうちに、看護師
という職業が私の目標になりました。
　私は、看護師さんたちはとてもすてきだと思い
ます。病気になった人たちやけがをした人たちを
助けてあげられるすばらしい人たちだからです。
看護師になるために、私はたくさん勉強したいで
す。また、家族や友だちに今以上にやさしく接し
てあげることが大切だと思います。やさしくなけ
れば、いろいろな人の心をいやしてあげられない
と思うからです。病院に来た患者さんにやさしく
接してあげて、早く元気になってもらいたいです。
　３月 11 日の地震のあと、たくさんの人たちが
病院で治療を受けている様子をテレビで見ました。
そして、いつもその人たちのそばにはやさしい看
護師さんたちが寄り添っていました。看護師さん
たちは、体の傷だけでなく心の傷を治すお手伝い
もできるのだと思いました。患者さんたちは親切
にされて、つらくても笑顔になっていました。
　私は、あこがれの看護師さんになれるように、
知らない人にもやさしくできる広い心をもちたい
です。そして、患者さんのために働き続けたいです。

富士ケ丘小学校６年　工藤 郁凜さん

看護師をめざして

趣

悠
味

々

更
な
る
極
み
へ
、
不
断
の
精
進

華
川
町
　
河
治 

清
昭
さ
ん

素
人
そ
ば
打
ち

―
い
つ
ご
ろ
か
ら
始
め
ま
し
た
か

　

初
め
は
そ
ば
が
好
き
で
、
食
べ
歩
き

を
し
て
い
た
の
で
す
が
、
そ
の
う
ち
に

「
自
分
で
打
っ
た
そ
ば
を
食
べ
て
み
た

い
」
と
思
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
始
め

て
、
今
年
で
７
年
目
に
な
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
独
学
で
打
ち
始
め
ま
し
て
、

そ
の
後
は
そ
ば
打
ち
教
室
や
そ
ば
道
場

等
で
学
び
、
現
在
は
関
東
近
隣
の
ト
ッ

プ
ア
マ
が
集
う
、
ひ
た
ち
な
か
市
の
遊

蕎
塾
で
研
鑽
を
積
ん
で
い
ま
す
。

―
腕
前
は
ど
こ
で
披
露
し
て
い
ま
す
か

　

茨
城
県
内
は
勿
論
、
日
本
全
国
の
イ

ベ
ン
ト
に
招
い
て
い
た
だ
い
て
そ
ば
を

打
た
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
移
動
手

段
は
主
に
車
で
す
が
、
走
行
距
離
が
１

年
で
７
万
㌔
を
超
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。

―
最
近
の
活
動
は

　

10
月
９
日
に
、
長
野
県
松
本
市
で
行

わ
れ
た
全
麺
協
素
人
そ
ば
打
ち
段
位
認

定
大
会
で
は
、
四
段
を
取
得
す
る
と
も

に
最
優
秀
賞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
翌

日
の
第
５
回
信
州
そ
ば
打
ち
名
人
戦
で

は
名
人
の
称
号
と
農
林
水
産
大
臣
賞
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

―
今
後
の
目
標
や
抱
負
は

　

四
段
の
取
得
者
は
全
国
で
約
３
０
０

人
、
最
高
位
の
五
段
に
な
る
と
全
国
で

18
人
し
か
居
ま
せ
ん
。
四
段
か
ら
は
そ

ば
打
ち
の
技
術
だ
け
で
な
く
小
論
文
等

も
審
査
さ
れ
ま
す
。
３
年
後
に
開
催
さ

れ
る
五
段
の
認
定
大
会
に
向
け
て
精
進

を
積
ん
で
行
き
た
い
で
す
。

13　広報　きたいばらき　12月号



「
子
育
て
セ
ミ
ナ
ー
」
を

開
催
し
ま
す

ね
ず
み
駆
除
剤
を

無
料
配
布
し
ま
す

防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

講
演
会
開
催
の
お
知
ら
せ

償
却
資
産
の
所
有
者
は

１
月
31
日
ま
で
に
申
告
を

無
料
法
律
相
談

平
成
24
年
消
防
出
初
式

行
政
書
士
無
料
相
談

案  

内

　

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

で
す
。
土
地
問
題
や
金
銭
貸
借
、

離
婚
、
相
続
な
ど
日
常
生
活
上
の

法
律
問
題
で
お
困
り
の
方
は
、
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
と
き　
１
月
17
日
㈫

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時
30
分

　
（
相
談
時
間　

一
人
約
20
分
）

○
と
こ
ろ　

市
役
所
４
階
会
議
室

○
申
込
方
法　

電
話
予
約
の
み
受

け
付
け
ま
す
（
先
着
16
人
）。
１

月
10
日
㈫
午
前
８
時
30
分
か
ら
９

時
10
分
ま
で
は
専
用
受
付
電
話
㊸

２
３
２
４
へ
。
以
降
は
左
記
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
し
込
み

が
多
い
た
め
、
電
話
が
つ
な
が
り

に
く
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

問
市
民
課 

広
報
広
聴
係

　
　
　
　
　
（
広
瀬
）
内
１
７
８

○
と
き　

平
成
24
年
１
月
７
日
㈯

午
前
８
時
30
分
か
ら
（
サ
イ
レ

ン
吹
鳴　

午
前
７
時
）

○
と
こ
ろ　

　

市
サ
ッ
カ
ー
・
ラ
グ
ビ
ー
場

※
雨
天
時
は
市
民
体
育
館

問
消
防
本
部
（
小
山
・
鵜
沼
）

☎
㊷
０
１
６
１

　

平
成
23
年
度
の
子
育
て
セ
ミ
ナ

ー
を
左
記
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
と
き　

12
月
18
日
（
日
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

○
と
こ
ろ

　

市
民
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　

ね
ず
み
の
被
害
で
お
困
り
の
方

に
、
駆
除
剤
を
無
料
で
配
布
し
ま

す
。
生
活
環
境
課（
市
役
所
３
階
）

ま
た
は
各
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
で
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

○
配
布
期
間

　

１
月
10
日
㈫
～
20
日
㈮

※
期
間
中
の
土
曜
日
は
配
布
を
行

い
ま
せ
ん
。
日
曜
日
は
、
市
役
所

市
民
課
窓
口
の
み
で
配
布
し
ま
す
。

問
生
活
環
境
課 

環
境
保
全
係

（
大
友
）
内
３
７
１

　

市
民
を
対
象
に
防
災
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
養
成
講
座
（
講
演
会
）
を
開

　

償
却
資
産
と
は
、
１
月
１
日
現

在
で
会
社
や
個
人
が
所
有
し
て
い

る
土
地
や
家
屋
以
外
の
事
業
用
資

産
（
構
築
物
や
機
械
な
ど
）
で
す
。

　

償
却
資
産
の
所
有
者
は
、
法
令

で
申
告
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
１
月
31
日
㈫
の
申
告
期
限
ま

で
に
左
記
へ
申
告
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
申
告
書
は
税
務
課
に

備
え
付
け
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
震
災
に
よ
り
滅
失
・
損

壊
し
た
償
却
資
産
の
代
わ
り
に
償

却
資
産
を
取
得
・
改
良
し
た
場
合

に
は
特
例
措
置
が
あ
り
ま
す
。
詳

し
く
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く

　

行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
で

す
。
相
続
や
遺
言
に
関
す
る
こ
と

や
、
各
種
行
政
手
続
き
に
関
す
る

相
談
を
受
け
ま
す
。

○
と
き　
１
月
４
日
㈬

　

午
後
１
時
～
４
時
30
分

　
（
相
談
時
間 

一
人
約
40
分
）

○
と
こ
ろ　

市
役
所
４
階
会
議
室

○
申
込
方
法　

電
話
予
約
の
み
受

け
付
け
ま
す
（
先
着
６
人
）。
12

月
28
日
㈬
午
前
８
時
30
分
か
ら
９

時
10
分
ま
で
は
専
用
受
付
電
話
㊸

２
３
２
４
へ
。
以
降
は
左
記
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
市
民
課 

広
報
広
聴
係

（
広
瀬
）
内
１
７
８

○
テ
ー
マ　

正
し
く
怖
が
る
た
め

の
放
射
線
・
放
射
性
物
質
の
基

礎
知
識
（
お
子
さ
ん
の
日
常
生

活
に
お
け
る
注
意
点
に
つ
い
て

考
え
る
）

○
講
師　

藤
井 

有
起
氏

　
　
　
　
（
茨
城
大
学
名
誉
教
授
）

○
入
場
料　

無
料

○
そ
の
他　

託
児
希
望
の
方
は
、

事
前
に
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

問
生
涯
学
習
課 

生
涯
学
習
係

（
市
毛
）
内
４
３
１

㊷
０
４
５
４

催
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

○
と
き　

12
月
22
日
㈭

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

○
と
こ
ろ

　

市
民
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

○
講
師　

米
澤 

智
秀
氏
（
全
日

本
仏
教
青
年
会
救
援
委
員
長
）

○
演
題　

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

は
？
～
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

心
構
え
～

○
参
加
資
格　

北
茨
城
市
民

○
参
加
費　

無
料

○
申
込　

12
月
15
日
㈭
ま
で
に
電

話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
左
記
へ
。

申
問
市
社
会
福
祉
協
議
会

（
根
本
、
大
友
英
）

☎
㊷
０
７
８
２
、

㊷
７
６
６
６

　気温が低くなり、
水道管の凍結や破
裂 の 恐 れ が 高 く
なっています。事
前に準備し寒さに
備えましょう。
露出している水道
管の防寒方法
　露出している水
道管や蛇口は、市
販の保温材や凍結防止帯を巻きましょう。
※保温材や凍結防止帯はホームセンターなどで
販売されています。詳しくは水道工事店に相談
ください。
蛇口が凍ってしまったら･･･
　タオルなどを被せ、上からぬるま湯をかける。

　 問水道部 施設課（鈴木、合六） １１７

屋外
コンセント

巻きつけ間隔5㎝位

◆発熱帯
　パイプに密着する
　ように巻く。

凍結防止帯のとき

保温剤のとき ◆サーモスタット
　パイプに密着させ
　テープにて固定。

◆保温材

◆ビニール
　テープなど

◆保温テープ
　テープ巾に約1/2が
　重なるように巻く。

〈保温材や凍結防止帯の巻き方〉

水道管の凍結に注意しましょう
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後
期
高
齢
者

短
期
人
間
ド
ッ
ク
受
診
者
募
集

保
育
所
（
保
育
園
）

入
所
（
入
園
）
者
募
集

生
き
が
い
講
座
受
講
者
募
集

　
「
楽
し
く
転
倒
予
防
講
座
」

北
茨
城
元
気
づ
く
り

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ご
案
内

年
金
の
源
泉
徴
収
票
に
つ
い
て

嘱
託
職
員
を
募
集
し
ま
す

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
加
入

者
の
方
を
対
象
に
人
間
ド
ッ
ク
を

行
い
ま
す
。
受
診
料
の
一
部
を
市

が
負
担
し
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会

に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

○
期
間　

平
成
24
年
１
月
31
日
㈫

～
３
月
６
日
㈫
ま
で
の
毎
週
火

○
と
き　

平
成
24
年
１
月
26
日
、

２
月
23
日
、
３
月
22
日
（
全
３

回
、
い
ず
れ
も
木
曜
日
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

○
と
こ
ろ　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
ラ
イ
ト
」

○
内
容　

楽
し
み
な
が
ら
筋
肉
を

つ
け
ま
し
ょ
う

○
講
師　

古
村 
薫
氏

○
対
象
者　

市
内
在
住
の
60
歳
以

上
の
方

○
募
集　

30
人
（
先
着
順
）

○
持
ち
物　

タ
オ
ル
、
飲
み
物

○
申
込　
１
月
10
日
㈫
ま
で
に
電

話
で
左
記
へ

申
問
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
ラ

イ
ト
」
生
き
が
い
講
座
担
当

（
鈴
木
）
☎
㊸
５
３
６
１

　

市
と
筑
波
大
学
の
共
同
で
、
今

回
の
震
災
で
被
災
さ
れ
た
方
の
心

身
の
健
康
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
、

３
年
間
の
予
定
で
検
診
と
運
動
・

栄
養
・
休
養
に
関
す
る
「
北
茨
城

元
気
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
事

業
を
行
い
ま
す
。
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

▼
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
検
診

　

震
災
の
ス
ト
レ
ス
な
ど
に
よ
る

心
身
の
不
調
を
早
期
に
発
見
し
ま

す
。
専
門
的
な
検
査
を
無
料
で
行

い
ま
す
。

○
内
容　

一
般
健
診
、
メ
ン
タ
ル

検
診
、
栄
養
検
診
な
ど

○
日
程　
１
月
～
２
月
頃
、
１
人

約
３
時
間
程
度

○
と
こ
ろ　

市
立
総
合
病
院

○
対
象
者　

20
歳
以
上
の
方

○
申
込　

12
月
20
日
㈫
ま
で
に
電

話
で
左
記
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
後
日
、
日
程
等
を
お
知
ら
せ

　

一
定
額
以
上
の
老
齢
年
金
か
ら

は
、
所
得
税
が
源
泉
徴
収
さ
れ
て

い
ま
す
。
平
成
23
年
分
の
「
源
泉

徴
収
票
」
は
、
来
年
１
月
下
旬
に

送
付
さ
れ
ま
す
の
で
確
定
申
告
の

際
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
所
得
税

が
か
か
る
老
齢
年
金
の
額
は
次
の

と
お
り
で
す
。

○
65
歳
未
満
の
方

　

１
０
８
万
円
以
上

○
65
歳
以
上
の
方

　

１
５
８
万
円
以
上

　

ま
た
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
確

定
申
告
（
準
確
定
申
告
）
に
使
用

す
る
源
泉
徴
収
票
は
、
年
金
受
給

権
者
死
亡
届
を
提
出
さ
れ
た
遺
族

の
方
に
、
届
出
後
約
２
カ
月
程
度

で
送
付
さ
れ
ま
す
。

問
保
険
年
金
課 

医
療
年
金
係

（
村
田
、
長
谷
川
）
内
１
８
７

日
立
年
金
事
務
所

　

☎
０
２
９
４
‐
25
‐
２
１
２
５

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

■
介
護
支
援
専
門
員

　
（
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）

○
内
容　

市
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
で
、
要
援
護
者
の
ケ
ア
プ

ラ
ン
作
成
業
務

○
応
募
資
格　

普
通
自
動
車
の
免

許
を
有
し
、
介
護
支
援
専
門
員

の
資
格
を
有
す
る
方

○
募
集
人
員　
１
人

○
雇
用
期
間　

平
成
24
年
４
月
１

日
か
ら
１
年
間

○
応
募
締
切　
１
月
20
日
㈮

問
高
齢
福
祉
課 

在
宅
支
援
係

（
小
松
）
内
１
２
１

募  

集

だ
さ
い
。

○
償
却
資
産
の
例

・
飲
食
店　

厨
房
設
備
、
レ
ジ
ス

タ
ー
、
イ
ス
な
ど

・
小
売
業　

陳
列
ケ
ー
ス
、
自
動

販
売
機
、
冷
蔵
庫
な
ど

・
製
造
業　

製
造
ラ
イ
ン
、
機
械
、

工
具
な
ど

問
税
務
課 

固
定
資
産
係

（
新
妻
）
内
１
５
９

　

☎
０
５
７
０
‐
05
‐
１
１
６
５

　

平
成
24
年
４
月
に
入
所
す
る
幼

児
を
募
集
し
ま
す
。

○
募
集
保
育
所
（
保
育
園
）

　

市
立
関
本
保
育
所☎

㊻
１
２
６
２

　

市
立
木
皿
保
育
所☎

㊷
０
３
９
９

　

私
立
み
な
み
保
育
園

☎
㊸
２
０
１
９

　

私
立
磯
原
保
育
園☎

㊷
０
７
３
７

　

私
立
大
津
保
育
園☎

㊻
５
８
１
１

　

私
立
中
郷
保
育
園☎

㊷
２
７
８
８

○
入
所
（
入
園
）
基
準

・
父
母
が
昼
間
就
労
し
て
い
る

・
出
産
、
病
気
等
で
保
育
す
る
こ

と
が
で
き
な
い

・
そ
の
他
保
育
に
欠
け
る
場
合

○
申
込
期
間　
１
月
16
日
㈪
～
31

日
㈫
（
土
日
は
除
く
）

○
申
込
書
類　

入
所
申
込
書
、
就

労
証
明
書
、
世
帯
状
況
調
書
、
保

育
料
納
入
誓
約
書
、
平
成
23
年
分

源
泉
徴
収
票
、
平
成
23
年
分
所
得

税
・
住
民
税
申
告
書
写
し
、
口
座

振
替
依
頼
書

申
問
社
会
福
祉
課 

児
童
福
祉
係

（
中
野
）
内
１
３
３

■
介
護
認
定
訪
問
調
査
員

○
内
容　

心
身
の
状
況
や
要
介
護

認
定
の
必
要
事
項
の
訪
問
調
査

○
応
募
資
格　

普
通
自
動
車
の
免

許
を
有
し
、
医
療
・
保
健
・
福

祉
業
務
の
経
験
が
あ
る
方

○
募
集
人
員　

２
人

○
雇
用
期
間　

平
成
24
年
４
月
１

日
か
ら
１
年
間

○
応
募
締
切　
１
月
20
日
㈮

問
高
齢
福
祉
課 

介
護
保
険
係

（
緑
川
）
内
１
２
６

曜
日
（
各
日
５
人
）

○
場
所　

市
立
総
合
病
院

○
個
人
負
担　
１
万
１
６
４
０
円

※
受
診
総
額
３
万
８
８
０
０
円
の

う
ち
２
万
７
１
６
０
円
を
市
が
負

担
し
ま
す
。

○
募
集　

30
人
（
受
付
順
）

○
資
格　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険

の
加
入
者
で
保
険
料
の
滞
納
が

な
い
方　

※
現
在
治
療
中
（
病

院
受
診
中
）
の
方
は
受
診
で
き

ま
せ
ん
。

○
申
込
方
法　

12
月
15
日
㈭
～
１

月
13
日
㈮
ま
で
に
印
鑑
、
保
険
証

を
持
参
し
、
保
険
年
金
課
窓
口
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
電
話
で
の
申
込
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
保
険
年
金
課 

医
療
年
金
係

（
村
田
）
内
１
８
７

15　広報　きたいばらき　12月号
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情
報
B
O
X

■
マ
ウ
ン
ト
あ
か
ね

年
末
の
催
し
の
ご
案
内

▼
ピ
ザ
焼
き
体
験

○
内
容　

ト
ッ
ピ
ン
グ
、
石
窯
で

焼
き
体
験
、
試
食

○
と
き　

12
月
18
日
㈰

　

午
前
10
時
～
正
午
ご
ろ

し
ま
す
。

申
問
北
茨
城
元
気
づ
く
り
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
事
務
局
☎
㊻
０
１
０
５

市
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
㊸
１
３
１
０

果
樹
の
苗
木
購
入
を

助
成
し
ま
す
（
再
募
集
）

　

遊
休
農
地
等
を
活
用
し
、
果
樹

等
栽
培
に
取
り
組
む
方
に
、
苗
木

購
入
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

○
期
間

　

平
成
24
年
１
月
20
日
㈮
ま
で

○
対
象　

市
内
に
住
所
を
有
し
市

税
滞
納
が
な
い
個
人

○
申
込
方
法　
Ｊ
Ａ
北
茨
城
支
店

資
材
セ
ン
タ
ー（
☎
㊷
４
９
０
２
）

で
申
込
書
を
記
入
し
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

○
配
布
時
期

　

平
成
24
年
３
月
頃

○
主
な
対
象
果
樹　

ブ
ル
ー
ベ
リ

ー
、
柿
、
イ
チ
ジ
ク
等

○
助
成
率  

購
入
費
の
４
分
の
３

問
農
林
水
産
課 

農
政
係

（
山
縣
、
金
成
）
内
３
８
５

○
と
こ
ろ　

マ
ウ
ン
ト
あ
か
ね

　
「
グ
リ
ー
ン
工
房
」

○
募
集　

15
人
（
先
着
順
）

○
参
加
費　
１
２
０
０
円

○
用
意　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

○
申
込　

電
話
で
左
記
へ

▼
年
越
し
そ
ば
打
ち
体
験

○
内
容　

昼
食
と
自
分
で
打
っ
た

そ
ば
の
持
ち
帰
り

○
と
き　

12
月
23
日
㈷

　

午
前
９
時
～
午
後
２
時
ご
ろ

○
と
こ
ろ　

マ
ウ
ン
ト
あ
か
ね

　
「
グ
リ
ー
ン
工
房
」

○
募
集　

14
人
（
先
着
順
）

○
参
加
費　
１
５
０
０
円

○
用
意　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

タ
オ
ル

○
申
込
方
法　

電
話
で
左
記
へ

申
問
マ
ウ
ン
ト
あ
か
ね

（
鈴
木
、
松
本
）
☎
㉚
０
６
０
６

■
市
民
・
国
際
交
流
の
ひ
ろ
ば

ネ
パ
ー
ル
へ
の
誘
い

　

世
界
の
屋
根
ヒ
マ
ラ
ヤ
に
抱
か

れ
30
の
民
族
が
暮
ら
す
南
ア
ジ
ア

の
小
国
ネ
パ
ー
ル
の
自
然
や
文
化

を
紹
介
し
ま
す
。

○
と
き　

平
成
24
年
１
月
９
日
㈷

成
人
の
日　

午
前
11
時
～
午
後

２
時
30
分

○
と
こ
ろ　

中
郷
多
目
的
集
会
所

○
参
加
費　

無
料

○
内
容　

本
場
ネ
パ
ー
ル
料
理
試

食
、
ネ
パ
ー
ル
料
理
レ
シ
ピ
紹

介
、
ア
ジ
ア
の
子
ど
も
遊
び
紹

介
な
ど

問
市
国
際
交
流
協
会
（
村
山
）

☎
㊸
３
６
４
４

■
住
宅
再
建
無
料
相
談

　

茨
城
県
建
築
士
会
は
、
震
災
に

よ
り
被
災
し
た
住
宅
の
建
て
替
え

を
希
望
す
る
方
に
、
さ
ま
ざ
ま
な

住
宅
の
提
案
や
、
建
設
費
、
既
存

建
屋
の
解
体
費
、
税
金
、
手
数
料

な
ど
建
設
に
係
る
諸
費
用
、
そ
の

他
各
種
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
す
。
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

○
と
き　

12
月
15
日
㈭

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

○
と
こ
ろ　

市
役
所
ロ
ビ
ー

問
茨
城
県
建
築
士
会

☎
０
２
９
‐
３
０
５
‐
０
３
２
９

■
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

公
的
年
金
等
雑
所
得
の
確
定
申

告
不
要
制
度
の
創
設
に
つ
い
て

　

平
成
23
年
分
確
定
申
告
か
ら
、

公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
の
合
計

が
４
０
０
万
円
以
下
で
、
か
つ
、

そ
れ
以
外
の
所
得
額
が
20
万
円
以

下
の
場
合
に
は
、
確
定
申
告
書
の

提
出
は
不
要
と
な
り
ま
し
た
（
住

民
税
の
申
告
は
必
要
で
す
。）。

　

た
だ
し
、
次
の
場
合
な
ど
は
、

確
定
申
告
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
医
療
費
控
除
な
ど
、
所
得
税
の

還
付
を
受
け
る
と
き

▼
上
場
株
式
等
に
係
る
譲
渡
損
失

の
繰
越
控
除
な
ど
、
確
定
申
告

書
の
提
出
が
必
要
な
控
除
を
受

け
る
と
き

※
詳
し
く
は
、
税
務
署
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
日
立
税
務
署 

個
人
課
税
部
門

☎
０
２
９
４
‐
21
‐
６
３
４
８

■
造
林
補
助
申
請
と

山
行
苗
木
の
注
文
に
つ
い
て

　

そ
れ
ぞ
れ
の
申
請
期
限
は
左
記

の
と
お
り
で
す
。

○
造
林
補
助
申
請

　

12
月
20
日
㈫
ま
で

○
山
行
苗
木
注
文　

２
月
末
ま
で

※
造
林
・
保
育
・
除
間
伐
等
、
山

林
の
手
入
れ
は
随
時
受
け
付
け
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

申
問
市
森
林
組
合
山
元
貯
木
場

☎
㊷
１
３
２
９

■
被
災
さ
れ
た
個
人
の
方
へ

　

債
務
整
理
に
関
す
る
相
談
会

　
「
被
災
で
家
屋
や
車
な
ど
を
失

っ
た
が
、
ロ
ー
ン
が
残
っ
て
支
払

い
が
苦
し
い
」、「
事
業
を
再
開
し

た
い
が
、
被
災
し
た
設
備
の
負
債

が
残
っ
て
い
る
」
な
ど
、
個
人
の

方
、
個
人
事
業
主
の
方
に
向
け
た

「
個
人
債
務
者
の
私
的
整
理
に
関

す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
基
づ
き
、

運
営
委
員
会
の
職
員
が
債
務
の
整

理
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
相
談
を

お
受
け
し
ま
す
。
予
約
不
要
で
す
。

ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
と
き　

12
月
21
日
㈬

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

○
と
こ
ろ　

市
役
所
４
階
会
議
室

○
対
象　

被
災
し
た
個
人
の
方

※
法
人
の
方
は
除
き
ま
す
。

申
問
個
人
版
私
的
整
理
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
運
営
委
員
会 

茨
城
支
部

☎
０
２
９
‐
２
２
２
‐
３
５
２
１

■
ヒ
タ
チ　

ス
タ
ー
ラ
イ
ト

　

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
２
０
１
１

　

高
さ
16
ｍ
の
モ
ミ
の
木
を
中
心

に
、
10
万
球
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
が
輝
き
ま
す
。
期
間
中
は
さ
ま

ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

○
期
間　

12
月
25
日
㈰
ま
で

○
時
間　

午
後
５
時
～
９
時

　
（
土
日
は
午
後
10
時
ま
で
）

○
と
こ
ろ　

日
立
新
都
市
広
場

　
（
Ｊ
Ｒ
常
磐
線
日
立
駅
前
）

問
日
立
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
９
４
‐
24
‐
７
７
１
１

■
お
詫
び
と
訂
正

　

広
報
き
た
い
ば
ら
き
11
月
号
に

次
の
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫

び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

①
１
頁
（
目
次
）

（
誤
）
私
立
総
合
病
院

（
正
）
市
立
総
合
病
院

②
14
頁(

選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
）

（
誤
）
安
島
裕
介

さ　
　

ん

関
本
中
３
年

（
正
）　　
　
　
　

 

関
本
中
２
年

③
20
頁
（
う
ち
の
ア
イ
ド
ル
）

（
誤
）
海
老
澤
登
子

さ　
　

ん

（
正
）
海
老
澤
澄
子

さ　
　

ん

広報　きたいばらき　12月号　16
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ま
ち
か
ら



　住みよいまちをつくるためには、皆さんの意見や提案を聴き、市政に反映させることが大
切と考えます。市では平成９年４月から市政の運営に活用する提案制度「私の提案」で、皆
さんからの貴重な意見や要望をお受けしています（送料無料）。

　市民課 広報広聴係（広瀬）　　　　１７８

北
茨
城
市
磯
原
町
磯
原
一
六
三
〇
番
地

北
茨
城
市
長　

豊　

田　
　
　

稔　
行

料金受取人払郵便
3

日立支店
承　　認

差出有効期間
平成24年3月
31日まで

切
手
を
貼
ら
ず
に

お
出
し
く
だ
さ
い
。

181

あなたの声を市政にあなたの声を市政に

◉北茨城市では、より多くの皆さんの意見をお聴きし
て市政に反映させたいと考えています。あなたの市
政への意見や提案をお寄せください。
◉まず、意見や提案などをこの用紙の裏面に記入くだ
さい。そして、切り取り線に沿って紙面から切り、
封筒をつくって切手を貼らずにお近くのポストに投
函してください。

切り取り線に沿って
紙面から切り取り、
この面が外側になる
ように中央を折って
ください。

あて先を下にして、
のりしろを図のよう
に貼り合わせます。

切手を貼らずそのま
まお近くのポストへ
投函してください。

封筒のつくり方
① ② ③

1 9 1 5 9 2

問 内

私の提案～皆さんの声にこたえます～私の提案～皆さんの声にこたえます～
市政に関する意見や提案をお寄せください

17　広報　きたいばらき　12月号
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北茨城市役所　☎43-1111



私 の 提 案

　「私の提案」では、この手紙のほか、ファックスやホームページ上でも皆さん
からのご意見、ご提案を随時お受けしています。回答を希望される場合は、必
ず住所、氏名、電話番号を記載のうえお送りください。
（ご提案は、個人情報を保護のうえ、広報紙等で紹介されることがあります）。

まちづくりの主人公は、市民の皆さんです。

切り取り線に沿って切り取り、切手を貼らずにそのままポストへ投函してください。

●ファックス　30ー 1350

電話番号

の　　り　　し　　ろ

の　　り　　し　　ろ

お 名 前

あなたの 〒319-
ご 住 所　北茨城市

あなたの
声を
市政に

の　
　

り　
　

し　
　

ろ

＊市政に関する自由な意見をお書きください。
　また、日常生活や地域の話題等でも結構です。
　回答を希望される場合は、必ず住所、氏名、
　電話番号をご記入ください。

～長期申し込み割引制度あり～
（詳しくは下記へお問い合わせください）
★★★お申し込み・お問い合わせ★★★
市民課 広報広聴係 43-1111（内線178）

ホームページバナー
広報きたいばらき

15,000円／月
10,000円／月～

広 告 募 集広 告 募 集
＝広報きたいばらき・市ホームページ＝
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